
テーマ「令和における最高の住まい」

2019年5月、日本は令和という新たなる時代に突入した。昭和、平成、令和と時代は変化し、建築に対する価値観も変化を遂げて
いる。今回、令和の時代において、あなたが理想とする究極の住居を提案していただきたい。
建築場所、敷地面積、建物面積、住まい手の職業や性別、家族構成など全て自由。都会の賑わいの中での暮らし、田舎の田園風景
での暮らし、絶景を前にした暮らしなど、理想とする建築場所は価値観によって様々である。広々と伸び伸びとした暮らしこそ理
想なのか、狭小な住居にこそ真の豊かさがあるのか、真ん中程度がちょうどいいのか。家族、単身者、友人同士など、だれがだれ
と住むかにより全ては異なる。住まい手の職業、年齢によっても様々である。また、時代を先取りした全く新しい住まい、歴史や
伝統を重視した住まい、それぞれには異なる魅力がある。
あなたが考える、この時代において最も豊かな暮らしを、自由な発想と客観的な視点により建築的にデザインしていただきたい。

建物の面積、階数は自由であるが、戸建て住宅を基本とする。しかし、シェアハウスや小規模の集合住宅など、気心の知れた仲間
同士で暮らす規模の住宅は可とする。敷地は現実に存在するもの、各自が想定する架空のもの、共に可とする。
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